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 論文内容の要旨
 本論文は、親一乳児間音声相互作用の音響的特徴とその発達的変化を、乳児研究においては世
 界的に類をみない大量データによる縦断的研究と双生児等についての事例研究によって、実証的
 に明らかにすることを目的とした。
 近年、言語獲得における初期コミュニケーション行動の重要性が認識され、初期コミュニケー
 ションから言語的コミュニケーションヘの連続性、あるいは機能的類似性が多くの研究により指
 摘されている。その初期コミュニケーション行動の成立過程において、母子音声相互作用の果た
 す役割は重要であると考えられている。
 乳児期における母子相互作用は視線や表情、身振りなど様々な非言語的手段を用いて行われる
 が、その中でも音声はコミュニケーション行動における代表的行動である.また、音声は音響分
 析により客観的な測定が可能である.したがって音声は母子相互作用研究において有効な観察素
 材であり、われわれに初期コミュニケーション発達に関する多くの情報を提供するものといえる。
 これまでの親一乳児間音声相互作用に関する研究は、主として母子問に焦点をあてたものが多
 かった。しかし、乳児の社会的環境において、父親も母親と同様に乳児の心身の発達に大きな影
 軸1∩
 響をもつと考えられる。したがって父親との相互作用についても、母子相互作用との類似点と相
 違点とを検討しながら理解していく必要がある。以上の問題意識を背景として本研究が行われた。
 本論文は4部から構成されている.以下に各部毎の概要を述べる.
 第1部(序章・第1章)の序章では、本研究の目的と本論文の構成について述べた。第1章で
 は、本研究の背景となる親一乳児間音声相互作用に関する文献を調査し、これまでに明らかになっ
 ている知見を整理するとともに、まだ解明されていない課題について考察し、本研究の目的を明
 らかにした。
 第2部(第2章～第5章)は4つの研究から成る。50組の母子を対象とし、乳児が生後3ヵ月
 から9ヵ月までの7ヵ月間に亘って縦断的に収集したサンプルをもとに、自然場面での母子相互
 作用の音声を分析して、その音響的特徴の発達的変化を明らかにした.まず第2章では、生後3～
 9ヵ月の乳児へ向けた母親音声の音響的特徴の変化を調べた.その結果、母親の対乳児音声の音響
 的特徴は、前言語期乳児の発達に応じて調整され、月齢に応じた変化を示すことが明らかとなっ
 た.次に第3章では、母親へ向けた乳児音声の発達的変化について調べた.生後3～9ヵ月の間
 は発声器官の成熟により、音声の質はCV(子音+母音)構造を形成するなどの発達的変化を示す
 が、母親へ向けた音声のピッチ等の音響的特徴における月齢変化はみられず、この時期はまだコ
 ミュニケーション手段としての音声の調整は未熟であることが示唆された。第4章では、母親音
 声に対する乳児の音声反応を調査し、母親音声の音響的特徴のどの要素が乳児の音声反応を促進
 する要因となっているのかについて検討した.その結果、乳児の月齢によって、音声反応が影響
 を受ける母親音声の音響的特徴に違いがあり、月齢が高くなると、高い基本周波数や上昇音調に
 よる影響を受けやすくなる傾向にあることがわかった。第5章では、母親の発話内容を機能別に
 分類し、それらの発話機能と音調曲線の関連性を検討した.その結果、母親の特定の発話内容と
 特定の音調曲線は対応し、その対応は乳児の月齢変化に応じて変化するということが明らかになっ
 た。
 第3部(第6章～第8章)は3つの事例研究から成る.まず第6章では、音声反応率の違う二
 卵性双生児とその母親を対象にして、相互作用場面の音声を分析した.その結果、母親は高い基
 本周波数と上昇音調の音声を乳児の音声反応を引き出すための方略として用いていることが示唆
 された.次に第7章では、父母の対乳1,巳音声の音響的特徴と発話機能にどのような違いがあるか
 を比較検討した.その結果、父親も母親と同様に対成人音声と比較して音響的誇張のある特徴的
 な対乳児音声の発話機能に違いがあること、また、乳児の音声反応率は母親に対する方が父親に
 対するよりも高いということが示された.第8章では、母子相互作用場面のビデオ記録をもとに、
 音響分析とビデオ分析によるコミュニケーション行動の時系列分析を行い、母子のコミュニケー
 ション行動形式の出現について調査した。結果より母親の先行する行動形式が後続する乳児の行
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 動形式の出現に影響を与える、ということが示唆された。
 第4部・終章では.本研究によって得られた知見の総括を行うとともに、本研究の臨床的応用
 の可能性について論じた。乳児期初期における親との音声相互作用の音響的特徴の発達的変化に
 関する知見は、子どものコミュニケーション発達の解明に寄与するとともに、言語発達の段階が
 前言語期レベルにある重度の障害児に対する言語治療を考える上で必要である.また、本論文に
 よって得られた知見は、近年、小児精神医学を中心に発展をみせている母子臨床において、育児
 不安や周産期抑うつなどが原因で育児に困難をきたしている母子を早期発見し、早期介入する際
 に有用な基礎資料になると考えられる.
 論文審査の結果の要旨
 最近の人間の言語獲得研究では、初期コミュニケーションから言語コミュニケーションヘの連
 続性、あるいは両者の機能的類似性が指摘されている。
 本論文は、初期コミュニケーション行動の成立過程における親一乳児間音声相互作用を音響分
 析という微視的で客観度の高い手法により研究したものである.3ヶ月から9ヶ月までの7ヶ月間
 にわたる50組の母子資料を収集し、次のような音響的特徴を明らかにした。
 (1)母親の対乳児音声の音響的特徴は、前言語期乳児の月齢に応じて変容すること。
 (2)母親の音調曲線と発話内容の関連では、母親は、特定の発話内容に特定の音調曲線を対応
 させ、そのパターンを変化させていること。
 (3)二卵性双生児をもつ母親は、音声反応の低い子の反応を引き出すため高い基本周波数と上
 昇音調の音声をストラテジーとして用いていること。
 (4)父親と母親とでは、発話機能において違いがあること、等である.
 本研究は、この領域では見られなかった母子数50組という大量データによる量的研究と事例に
 よる質的研究法を併用し、さらに電子工学の進歩による最新の精密・微視的分析が可能な音響分
 析装置を用い、言語獲得以前の母子音声相互作用に関する多くの新しい事実を発見した.このこ
 とは、コミュニケーション障害、障害児教育、発達心理、母子保健臨床学等の学領域で高く評価
 できる.しかしながら、今後さらなる事実の発見と、これらの事実をもとにした発達的メカニズ
 ムに関する理論的研究、及び民族・言語・文化の違いによる母子音声相互作用の異同に関する国
 際的比較研究等が今後の課題である.
 本論文は国際学会誌、日本の学会誌における査読結果においても先端的研究として好評を得て
 おり、学界、臨床分野に貢献するところ大である。
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